
改 正 日
改正路線

改正理由

新時刻表

3月16日（土）
①志度・造田・多和線 4便～9便
④津田・大川・寒川線 4便・5便
JR高徳線のダイヤ改正による影響緩和
のため
広報4月号、市ホームページに掲載しま
す。
また、都市整備課・総合支所・出張所・
コミュニティバス車内などで配布します。
（配布開始日は文字放送などでお知らせ
します。）

　本市では、さぬき市商工会と協力し、市内商業の
活性化を図ることを目的として、商品券を発行して
おり、市の助成事業においても積極的に商品券に
よる交付を行っているところです。
　すでに多くの事業者の方にご登録いただいてお
りますが、未登録の市内事業者（小売業・飲食業・サー
ビス業）の方は、ぜひご登録をご検討ください。
　窓口は、商工観光課またはさぬき市商工会です。
登録には申請書が必要となり、市ホームページから
ダウンロードできます。

コミュニティバス ダイヤ改正情報軽自動車税について

【問】都市整備課　☎（087）894-1113【問】商工観光課　☎（087）894-1114

↑県ホームページ
　はこちら

↑市ホームページ
　はこちら

↑厚生労働省
　ホームページ
　はこちら

さぬき市共通商品券の
取扱い指定店の募集について　軽自動車税は、毎年4月1日現在で所有されている方に課税され、「種別割」と「環境性能割」で構成されています。

【問】税務課　☎（087）894-9210

原動機付自転車、二輪の軽自動車、二輪の小型自動車、小型特殊自動車（種別割）

三輪、四輪の軽自動車（種別割）

50cc 以下
特定原付（0.6kW以下）

51cc～  90cc
91cc～125cc

ミニカー（50cc以下）

原動機付自転車

小型特殊自動車
農耕作業用
そ　の　他

軽 二 輪（126cc～250cc）
　※ボートトレーラー等の被けん引車を含む
小型二輪（250cc超）

車　種　区　分 税　額　（年額）

車両を初めて登録する最初の新規検査年月（初度検査年月）によって税額が変わります。

営業用
自家用
営業用
自家用

3,100円
5,500円
7,200円
3,000円
4,000円

平成27年3月31日以前に
最初の新規検査を受けた車両

3,900円
6,900円
10,800円
3,800円
5,000円

平成27年4月1日以降に
最初の新規検査を受けた車両

税　額（年額） 重課税額（年額）

4,600円
8,200円
12,900円
4,500円
6,000円

最初の新規検査から
13年を経過した車両

乗
用

貨
物

車 種 区 分

三輪

四輪以上

環境性能割について
　三輪以上の軽自動車を新車、中古車を問わず取得した人に課されるもので、税額は、課税標準である取得価額に対
し、環境性能に応じた税率（０％～２％）を乗じて算出します。なお、軽自動車税（環境性能割）は市税ですが、当分の間
は香川県が賦課徴収を行います。

※重課税については、電気自動車、天然ガス自動車、メタノール自動車、ガソリンハイブリッド自動車、
　被けん引自動車を除く
種別割について、詳しくは市ホームページをご確認ください。

環境性能割について、詳しくは、県ホームページまたは（一社）全国軽自動車協会連合会香川事務所
（☎（0879）870-6657）までお問い合わせください。

【車種別届出先】
　登録・廃車などの手続きについては、車両によって届け出先が異なりますのでご注意ください。
手続きについて詳しくは、事前にお問い合わせください。

○原動機付自転車
　（総排気量125cc以下）
○小型特殊自動車
　（農耕用・その他）
○ミニカー（50cc以下）

市役所税務課

○軽自動車（三輪、四輪）

軽自動車検査協会香川主管事務所
☎（050）3816-3122

○軽自動車
　（二輪）（総排気量126cc～250cc）
○二輪の小型自動車
　（総排気量251cc以上）

四国運輸局香川運輸支局
☎（050）5540-2075（ヘルプデスク）

2,000円
2,000円
2,000円
2,400円
3,700円

3,600円

6,000円
2,400円
5,900円

　女性の身体は、生涯を通じて女性ホルモンの影響を受け、年齢によって気になる病気や
症状も違います。仕事や子育てなどで忙しい毎日、この機会にご自身の健康に目を向けて
みましょう。
　厚生労働省「女性の健康推進室ヘルスケアラボ」、「女性の健康週間特設サイト」も
ぜひご覧ください。

女性のがんの早期発見のために、乳がん・子宮頸がん検診を定期的に受けましょう！
　早期発見・早期治療ができた場合、乳がん・子宮頸がんの5年生存率は90%以上です。早期発見には、
がん検診を継続して受けることがとても大切です。

◆乳がんは、女性で１番多いがんで、がんによる死亡原因の上位です
　「ブレスト・アウェアネス（乳房を意識する生活習慣）」の４つのポイントを意識して、自分の乳房に関心
を持ち、乳房の変化に気をつけて生活することは、乳がんの早期発見に繋がります。
①普段から自分の乳房を見て、触って、状態を知る
②気をつけなければならない変化（しこり、皮膚の
へこみ、分泌物など）を知る

③気になる症状に気づいた時は、すぐに医師に
相談する

④自覚症状がなくても、40歳になったら2年に
1回、乳がん検診を受ける

◆子宮頸がんは、30～40歳代に増加している、若い女性にも多いがんです
　ヒトパピローマウイルス（HPV）の感染が原因で、初期症状はほとんどありませ
ん。主に性交渉によって感染するため、誰でもかかるリスクがあります。20歳以上の
方は、2年に1回、子宮頸がん検診を受けましょう。

職場等で検診の機会がない方は、市の検診を受けましょう。詳細は、3月に郵送する
「成人検診のお知らせ」（40歳以上対象）や広報7月号、市ホームページをご確認ください。

3月1日から8日は『女性の健康週間』です

【問】国保・健康課（健康係）　☎（0879）26-9908
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